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　お陰様で、ガバナー公式訪問も残り10クラブを切るところまでになりました。どのクラブにも心通う
温かな歓迎を頂き、大変感謝しております。そしてそれぞれのクラブにはそれぞれの素晴らしい特徴があ
り、それぞれにご活躍されていることに感動しております。合わせて是非ともその特徴を伸ばしましょう、
何かに特化したクラブを創りましょうとお願いさせて頂いております。是非とも宜しくお願い致します。
　さて、当地区からも多くの皆様が参加されました昨年度の国際大会の開催地アトランタにおいて、
1917年当時のアーチ・クランフＲＩ会長が、「世界で良いことをする」ための基金の設置を提案しまし
た。そして初めての寄付は、カンザスシティ・ロータリークラブからの26ドル50セントだったことはご
承知の通りです。
　その後ロータリー財団と改名し、当時のロータリアンの多くが世間から疎外されている障害児への支援
を行っていたことから、国際障害児協会へ初めて支援金として500ドルを支援しました。そして1947年
ポール・ハリスの逝去後、「追悼は献花ではなく財団への寄付」という遺志を汲み、130万ドルの寄付が
寄せられました。
　1957年にはポール・ハリス・フェロー認証プログラムが創設され、更に1965年「マッチンググラン
ト」プログラムが、1978年には「健康、飢餓追放、人間性尊重（3－H）補助金プログラム」すなわちき
れいな水、識字率向上、医療支援など、今でいうグローバル補助金の土台となるプログラムが創設されま
した。
　1979年、国立衛生研究所の感染部門責任者よりポリオ撲滅への取り組みを進言されたことにより、
フィリピンで600万人の児童にポリオ予防接種を実施したことを皮切りに、今や撲滅まであと一歩までの
所までになりました。38年間に亘り熱心で情熱的に撲滅を追い求めるロータリアン達にとって、ポリオ
撲滅は悲願であり、だからこそポリオ撲滅をロータリーの最優先事項と位置付けているわけです。補足で
すが「ポリオプラス」のプラスとは、以前は赤痢や破傷風、風疹や結核など他のワクチンも接種していた
ことからのプラスの意でしたが、今ではポリオ撲滅の取り組みにより築かれたインフラやファンドレイジ
ング、アドボカシーのノウハウなど、他の疾病対策にも生かしていけることを意としています。
　更に1999年には、平和と紛争予防、紛争解決の分野で活躍できるリーダーを育成することを目的とし
たプログラム「ロータリー平和フェロー」が設立され、2002年から本格スタートしました。
　そして2013年、当地区もパイロット地区として開始していた新しい補助金制度（グローバル補助金と
地区補助金）が正式に全世界でスタートし、それに伴い３－Ｈ補助金、マッチンググラント、旧地区補助
金、国際親善奨学金、ＧＳＥ（研究グループ交換）は廃止されました。
　そして冒頭にもお話しましたが、昨年はロータリー財団創立100周年として、財団発祥の地アトラン
タで国際大会が開催され、その中で盛大に1年間続いていた祝賀のフィナーレを迎えることができました。
今年はロータリー財団創立200年に向けての第一歩の年です。是非ともロータリー財団のルールやシステ
ムを充分に理解し、世界の人々に、そして自分達に変化をもたらすためにも、大いに活用しましょう。ま
た世界で良いことをするためにも、多くの皆様の大きな大きなご支援（寄付）も宜しくお願いいたします。

２０１７～１８年度　ガバナー
国際ロータリー第2770地区
　ガバナー　大貫　等（上尾西RC）

ロータリー財団月間
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「第３回マスコミ各社様と
ロータリークラブの懇談会」報告

　９月１５日（金）、「ラフレさいたま」において「第３回マスコ
ミ各社様とロータリークラブの懇談会」（マスコミ懇談会）を開催
いたしました。共同通信、東京新聞、テレビ埼玉、埼玉新聞、浦和
経済新聞、大宮経済新聞、埼玉情報社のマスコミ６社様を迎え、大
貫ガバナーをはじめ、事前に応募のあった１３クラブ（浦和、浦和
東、浦和南、浦和中、浦和北東、さいたま新都心、大宮、大宮中央、
さいたま欅、大宮西、上尾西、越谷東、八潮）の代表者、また青少
年交換委員会と米山留学生１名を交えて、およそ４０人の参加者と
なりました。
　今回は、それぞれ５分の持ち時間で、各クラブの代表者本人が直接、資料や写真画像などを用い工夫を
凝らしたプレゼンテーションをマスコミ各社に向けて行いました。普段マスコミに直接アピールする機会
が少ないためか、各クラブそれぞれが、地元の市民や子供達に密着した奉仕活動はもちろん、海外で実施
した奉仕活動まで、非常に幅広く数多くの活動について、熱のこもったプレゼンテーションとなりました。
　プレゼンテーションの後には、食事をしながらの懇談会も実施され、マスコミ各社と各クラブの出席者
で個別に名刺交換を行い、より幅広い意見交換をすることが出来ました。マスコミ各社からも「ロータ
リークラブがこれほど多くの奉仕活動を実施しているとは知らなかった」「各クラブから直接プレゼン
テーションを聞くことができ、とても良い機会となった」などと好評を頂き、その場で具体的に取材の依
頼もありました。一方で、マスコミがより興味を持てるようにするためのアドバイスや、まだまだ、広
報・アピールが足りていないなどのご意見を頂く場面もありました。
　また、今後我々ロータリークラブの活動が少しでもマスコミに取り上げられるように、今回プレゼン
テーションを行った各クラブの主な事業や奉仕活動をリストとしてまとめ、参加頂いたマスコミ各社に送

付する予定でいます。（１部は既に送付済み）
　報道機関へのアプローチとして、「プレスリ
リース」の作成方法等もマニュアルを準備して、
各クラブに積極的に活用していただける様準備
しております。
　今年度で３回目を迎えたマスコミ各社との懇
談会ですが、地区委員会でも毎年アイデアを考
えながら実施してきました。今後も皆様からの
ご意見やアドバイスを頂きながら、マスコミを
通して、少しでも各クラブの活動の公共の方々
への広報活動の助けや、イメージの向上に役立
てるようにしていきたいと思っております。

公共イメージ向上委員長

　小岩井　忠（上尾西RC）
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姉妹地区 30周年・韓日親善会議の報告

　去る９月22日(金)から24日(日)のスケジュールで、

韓国で開催されたRI.D3750との友好地区30周年を記

念しての姉妹地区締結式・交流会及び第14回韓日親

善会議に大貫等ガバナー、吉田豊治実行委員長はじめ

多くのRI.D2770メンバーと共に参加してきました。

　22日の姉妹地区締結式・交流会はソウル近郊・水

原市のホテル・キャッスル内グランドボールルームに

てRI.D3750側135名、RI.D2770側120名が集い盛

大に開催されました。

　まず、30年の歴史をDVD映像で紹介し、千基澤ガバナーの点鐘で開会致しました。一連のセレモニー

の後、原田国際交流委員長により友好30周年の歩みの報告があり、姉妹地区締結書に署名（両地区ガバ

ナー、実行委員長、国際担当責任者）致しました。そして両ガバナーと実行委員長による祝辞が述べられ

ました。両地区友好30周年を記念して、いままで両地区の友好関係に貢献された方々に感謝状が贈呈さ

れました。

　当地区より吉田豊治PDG、田中徹夫PDG、関口正博PDG、中島美三郎元地区幹事、そして津田仁美

（津田建三PDG令夫人）様が授与されました。そして大貫等ガバナーによる閉会点鐘で式典が終了致し

ました。記念撮影の後、お祝いのケーキカット式を行い、久世晴雅PDGの乾杯で楽しい晩餐会が開催さ

れました。アッという間の3時間半の式典及び交流会でした。

　23日、グランドハイアットソウルホテルにて第14回韓日親善会議が開催されました。当地区では森田

武司PDG、渡邊和良PDGが韓日親善会議の委員として活躍されました。おかげで日本側登録者数約500

名中、RI.D2770は最大級の95名登録でした。

　蔡煕秉議長の点鐘で開会し、両国歌斉唱などセレモ

ニーを行いました。

　市川伊三夫委員長の挨拶や在韓日本大使 長嶺安政

様、元RI会長 李東建様、元RI会長 田中作次様などの

祝辞があり、「韓国ロータリーにおける韓日親善会議

の昨日と今日」と言う話や仁川大学総長 趙東成様の

特別講演（天才が使うクリエイティブな発想法）があ

りました。

国際奉仕部門委員長

　大木　保司（上尾RC）
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　晩餐会では祝賀公演として①ザ・リトルエンジェルス（子供達の歌）と②男性５重唱団（カンツォー

ネ）を聞きながら美味しいステーキを食しました。終了後、千基澤ガバナーとRI.D3750の皆様に誘われ

て担当諮問の田中德兵衞PDGやチーム国際奉仕グループと共にソウルの夜にドップリ浸かりました。

　最後の最後、締結書の入った私のスーツケースが間違ったバスに入れられて行方不明になりましたが、

ちゃんと先に空港に着いていました。最初から最後までバタバタでしたが、皆様のご協力で無事に事故な

く済みました。

世界に仲間をつくろう！　　世界があなたを待っている！

ありがとうございました。

ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ №５

5



RLI パートⅡ報告

　今年度第２回目となりますロータリー・リーダーシップ研究会
(ＲＬＩ)を９月15日(金)に前回と同じ「さいたま市民会館おお
みや」にて開催致しました。８月のパートⅠ終了からあまり日に
ちが無かった為、申し込みが間に合わずにキャンセル待ちをして
頂いた方が数名出るという状況でしたが、結果的には72名の登
録となりました。各クラブより熱意あるリーダーもしくはリー
ダー候補の方をご推薦頂き大変ありがたく、また一人でも多くの
メンバーに参加して頂きたいところではございますが、全ての参
加者が充分に発言の時間が取れるようにという観点から、ある程
度少人数でのディスカッションが望ましいと考えますので、今回
お申し込みを受け付けることが出来ませんでした方には大変申し
訳ありませんでしたが、ご理解賜れればと存じます。
　運営上では、平日ということでサポート役の委員会メンバーが
仕事の都合で出入りが多くなってしまい、セッション進行中は
ディスカッションリーダーの皆様が全て仕切って頂けるとは言え、
運営面での人員配置に苦慮致しましたし、実際、セッション終了時の受講票の回収に漏れがあり、それは
今回の反省点となりました。また、パートⅠ・Ⅱともに終了後の懇親会への出席者が少ないのは若干寂し
い気が致します。さすがに丸一日研修した後なので皆様大変お疲れのことと思いますが、最後に軽く食事
をしながらＲＬＩについて語り合って頂きたいというのが委員会の希望でもあります。
　いずれに致しましても残りあと１回、しっかりと設営して参りたいと思いますのでどうぞ宜しくお願い
致します。
　パートⅡ修了者63名。（他地区２名含む）
　今回で全てのセッションを修了された方13名。（卒業の認定バッジ授与）

RLI 運営委員長

　新井　清太（大宮西RC）
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　本年度、第９グループ佐々木ガバナー補佐を輩出させていただいております草加松原ロータリーク
ラブです。
　国指定の名勝の名前を冠する我がクラブは、社会奉仕として、福祉まつりや草加ふささら祭りなど、
地域のイベントにおいて「黄色いハンカチ運動」を推進しています。お年寄りや体の不自由な方・持
病がある方・一般の方など全ての方々に、外出先で困ったときに「手を貸してください」の合図を
知っていただき、広める運動です。
　そして、国際奉仕として一昨年よりフィリピンへの支援活動を行っています。本年度は昨年度支援
をさせていただいたマリキーナイーストＲＣとの友好を深めるべく、共にマリキーナ市内の小学校に
衛生設備の支援をさせていただきます。
　他にも、交換留学生・米山奨学生を受け入れ、一緒に福祉施設との餅つき大会やお花見・クリスマ
ス例会など、ロータリー活動を楽しんでいます。
　ベテランから若手まで、家族のように楽しく賑やかなロータリークラブです。

草加松原ロータリークラブ会長

　富永　悟

「我がクラブ」第９グループ
草加松原ロータリークラブの紹介
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「我がクラブ」第11グループ
鳩ヶ谷ロータリークラブの紹介

　鳩ヶ谷ロータリークラブは川口ロータリークラブをス
ポンサークラブとして1965年３月21名の会員で設立し
ました。以来、旧鳩ヶ谷地域のフラッグシップクラブと
して、52年間地域の奉仕を中心に活動して参りました。
　近況では、15年前から冬場の血液不足を少しでも解
消するため、日本赤十字社と協力して、毎年２月中旬、
チラシ、ポスター等のお知らせで、ロータリー会員、家
族は無論、自治会、地元企業のご協力のもと献血活動を
実施しており、毎年約200名の献血協力を戴いて居りま
す。
　又、12年ほど継続的に交流が有ります、就労継続支
援きじばと作業所の通所者との触れ合いで、初期にはク
リスマスの訪問でパーティー、プレゼントで交流を持っ
て参りましたが、行動する奉仕活動の下、通所者、職員、
ロータリアン三者で雪国体験、雪遊び、そり遊びを新潟
県にて実施しております。私達会員も、童心に帰って坂
のゲレンデを上り下りして汗をかき、触れ合いを深めて
おります。帰宅の車中での通所者の皆さんの「有難う御
座いました。来年もよろしくお願いします」の言葉に奉
仕活動の喜びを実感するひと時です。
　今後も、地域要望に則った奉仕活動を行って参ります。

第11グループガバナー補佐

　熊井　初雄（鳩ヶ谷RC）
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　「福島視察・学習ツアー」は2016年１
月に行われた第４回会長幹事会での理事会
メンバーによる「下半期地区活動決定プレ
ゼンテーション」で、クラブ会長・幹事に
よって選ばれた地区幹事の企画です。
　今回の地区活動は、地区幹事の鵜沼が２
年前に参加した「第27回全国ローターア
クト研修会」にて、震災後の福島を訪れた
ことから始まりました。その後クラブでも
被災地の問題について取り組むなど、福島
に関心を持ち続けていました。
　なるべく多くの方に「知ってもらう・触
れてもらう」機会を提供したく、各ロータ
リークラブや青少年奉仕部門の他委員会、
米山記念奨学部門にもご案内し、バス席満
員となる登録となりました。当時の富岡
ロータリークラブ会長である田中美奈子さ
まをはじめ、震災を経験しその後も故郷を
思い続けてきた語り部の方々にご協力頂け
たことは、本当に幸運でした。私たちが何
事もなく過ごしてきたこの６年間の出来事
や想い、景色に触れ、ひとりひとりが考え
ること、思うことがあったと思います。今
もなお、原子力発電所による災害が依然と
して復興への妨げになっています。埼玉に

2017～ 2018年度　地区ローターアクト直前代表

椎名　菜穂（川口RAC）

学友の窓

福島視察・学習ツアー

①�語り部の佐藤トミ子さんより、いわき市の防災交流セ
ンターにて説明を受けました。構造上津波の被害を受
けにくく、また、「民から官へ」避難生活を送った体
験を生かした建物設備が備わっています。

②�４月より一部避難指示が解除された富岡町にて、「富
岡町3.11を語る会」の仲山弘子さんにご講演いただ
きました。風評被害の実態等お話しいただきました。
「富岡の未来は復興ではなく新興の町」という言葉が
印象的です。
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③�「富岡町3.11を語る会」、震災当時の富岡RC会長で
あった田中美奈子さんに、町内視察の案内をしていた
だきました。帰宅困難区域手前では、実際にバスを降
りて、時の止まった空間を見つめながら、田中さんの
説明を受けました。

④事故があった福島第２原発の見える高台にて、集合写真を撮りました。

住む私達も東京電力より電力供給される側
として、他人事にしてはいけない問題だと
改めて考えさせられた一日になりました。
参加者からも、「参加してよかった」とい
う声が多く、運営した側にとっても有意義
な経験となりました。参加者の皆様、そし
てこの活動にご協力くださったロータリア
ンの皆様、ありがとうございました。

№５ ＧＯＶＥＲＮＯＲ’Ｓ　ＭＯＮＴＨＬＹ　ＬＥＴＴＥＲ
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公式訪問ご報告

浦和ロータリークラブ

７月28日(金)、大貫ガバナー公式訪問が開催されました。午前中のガバナー面談に引き続き、第3076回例会では
大貫ガバナー、半田正一第一グループガバナー補佐からのご挨拶をいただき、卓話では、実直なお人柄に触れること
ができました。

その後開催された第３回クラブ協議会では、五大奉仕委員長による年度計画発表の後、「ロータリーとは何です
か？」という議題について各人から活発な意見が挙がりました。

会員増強に重点を置いているように思われるＲＩの方針について、どう思うかという問いに対して、大貫ガバ
ナーより、各国の事情を含めた上での基準である旨、ご説明があり、日本のロータリーの水準はとても高く、自信を
持って守っていくことが大事だというお話がありました。

また、課題のひとつである公共イメージ向上・ＰＲについては、ＲＣ内会員への広報(テーブル会の活用)、ＲＣ外
への広報(ＨＰや週報、ロータリーマークの活用)の双方を強化する必要があるという意見が挙がりました。

浦和ＲＣには継続的な活動が多くあり、それによって少しずつ変化が起こっていると考えています。浦和ＲＣと
して、各人ができることを考えながら、誇りを持って活動していきたいと改めて感じました。

平成２９年７月２８日　

会長：細淵　雅邦／幹事：近藤　雅透

浦和北東ロータリークラブ

８月１日火曜日、大貫ガバナー、福田ガバナー補佐、地区副幹事福﨑菊夫様をお迎えして、公式訪問例会を開催
させて頂きました。

例会では映像を使った大貫ガバナーの幼い頃から現在に至るまでの活躍振りが映し出され、清純なお人柄が示さ
れておりました。また、ガバナー研修の様子を楽しそうに御説明があり、和やかな例会となりました。

クラブ協議会では最後に総括して講評して頂き、皆さんが心に残って居ると思います。又、懇親会ではガバナー
自ら各テーブルを回り、参加者一人一人に話し掛けられて、皆様の声に耳を傾けておられました。

この一年間、ガバナーのご指導
の下でクラブを活性化させ、一人
でも多くの入会者を募り、ロータ
リーライフの楽しさを共有したい
と考えております。

大貫ガバナー、本当に有難うご
ざいました。

平成２９年８月１日　

会長：鈴木　義男／幹事：栁　寿美恵
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公式訪問ご報告

三郷ウエンズデーロータリークラブ

８月２日(水)に、大貫ガバナー、宇田川ガバナー補佐、福㟢菊夫地区副幹事をお迎えして、三郷ウエンズデー
ロータリークラブの公式訪問例会が行われました。

例会に先立って行われた懇談会では、会長・幹事・会長エレクトを交え、クラブ運営やガバナーの職歴について
深くお話を頂き、ありがとうございました。

昼食後の例会では、スライドを使用し卓話をして頂き、クラブ協議会では、各委員会の活動計画について適切な
講評と助言を頂きました。

ご多忙の中、懇親会にも出席
頂き、会員一同非常に盛り上がり、
会員出席率も久しぶりに100％に
成り、有意義な時間を過ごす事が
できました。

長時間にわたり、ご指導あり
がとうございました。

平成２９年８月２日　

会長：大久保　守善／幹事：小高　好典

越谷東ロータリークラブ

大貫ガバナー・原ガバナー補佐・原地区副幹事・加藤ガバナー補佐幹事をお迎えし、公式訪問例会を開催いたし
ました。暑さ厳しい中、午前10時30分過ぎには例会場にお越しいただき、会長・幹事・会長エレクト・副幹事揃っ
ての懇談会から始まりました。大貫ガバナーより、生い立ちから現在に至るまで自己紹介をしていただきました。

そして、当クラブのロータリー活動の分析及びアドバイスをいただきながら、和やかな懇談会となり、総合的に
はお褒めの言葉をいただくことができました。

その後例会場に移動し、ガバナーの講演・クラブ協議会におきましても、ＲＩテーマ・方針・例会・委員会の活
動方法及びロータリーの公共イメージと認知度の向上の必要性を伝えていただきました。予定時間ビッシリの内容で
したが、終始、やさしい口調で説明いただき、参加会員も静かにしっかりと大貫ガバナーの話に耳を傾けていたのが
印象的でした。第三部の大貫ガバナーを囲んでの懇親会にも、多くの会員が参加していただきました。

又、大貫ガバナー所属の上尾西ロータリー・クラブと当クラブが人数的にも大きさが同じなのに、越谷東クラブ
は何かが違う、いいよね！とお言葉をいただき、うれしくなりました。

長い一日となりましたが、
本当に有意義な時間を過ごす
ことができましたことを感謝
申し上げますと共に、今後と
もご指導頂きますようお願い
申し上げまして報告とさせて
いただきます。

ありがとうございました。

平成２９年８月３日　

会長：岡崎　愛子／幹事：山﨑　勝己
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 熊 本 よねやま親善大使・金福漢さんが 8

月 25 日、菊池郡大津町にある知的障がい児入所

施設を訪れ、子どもたちと一緒に折り紙を楽し

みました。韓国で大臣賞を受賞したこともある

折り紙名人の金さんから、前号で報告した「感

謝 in 熊本」への参加に合わせて何か有意義な

活動をしたいという申し出を受け、第 2720 地区

の永田壮一ガバナーのご尽力により、同施設で

の活動が実現しました。 

当日は園児ら約 40 人が折り紙に熱中し、飛行

機を飛ばし合ったり、折った作品を永田ガバナ

ーにプレゼントする一幕もありました。金さん

は、「今

後、こう

した方

面で自

分の活

躍の場

を広げ

ていき

たい」と、

意欲を見せています。 

 

 静 岡  9 月 16 日～17 日の二日間、「よねやま

親善大使」の金福漢さん、于咏さん、スチッタ・

グナセカラさん

に静岡に集まっ

ていただき、研

修を行いました。

9月 16 日は（公

財）米山梅吉記

念館の秋季例祭

に出席。多くの

ロータリアン、

地元の第 2620 地区米山学友会の役員と交流の

ひとときを持ちました。翌 17 日は、当会広報委

員の髙野孫左ヱ門氏を講師にお迎えして研修会

を開催。髙野講師から、各自のプレゼンテーシ

ョンにフィードバックを頂くと共に、ロータリ

ーの構造、戦略計画、よねやま親善大使の役割

等について講義を受けました。その後、記念館

を再訪して、学芸員の市川真理さんに展示室の

ガイドツアーをしていただきました。 

現よねやま親善大使の任期は、来年 6月まで。

それぞれ個性の異なるプレゼンテーションが好

評です。ぜひ地区の行事などにお招きください。

����� � �� ������������� � 
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 9.1％

増（普通寄付金：3.1％増、特別寄付金：17.3％

増）となりました。この 3カ月間の寄付累計額

としては 16 年ぶりに 4億円の大台に乗り、好

調に推移しています。ロータリアン皆様からの

ご寄付に厚く御礼申し上げます。 

今年の 10月は財団設立50周年として記念と

なる米山月間です。今後とも引き続きご支援賜

りますよう、益々のご協力をよろしくお願いい

たします。 

2017.10.12 

Vol.211
御 礼 

 
来年 2 月 4 日開催予定の財団設立 50 周年
記念式典は、おかげさまで満席となりまし
た。キャンセル待ちを含めて、すべての申
込受付を終了しております。たくさんのお
申し込みをいただき、心より感謝申し上げ
ます。 
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財団設立 50 周年記念グッズとして制作した

ネクタイとスカーフ（いずれも 2,500 円、送料

込）を好評頒布中です。よねやまのシンボルマ

ークをあしらったデザインですので、地区米山

奨学委員会でお揃いのネクタイを着用したいと

購入される地区もあります。ネクタイには同布

のポケットチーフがセットになっています。ネ

クタイは各種 500 本、スカーフは 100 枚限定で

すので、ご希望の方はお早めにお申し込みくだ

さい。お申し込み方法は、①米山奨学会ホーム

ページの50周年特設ページからWebで申し込む 

②米山月間

資料の 50 周

年グッズご

案内チラシ

をＦＡＸ 

のいずれか

です。 

また、50

周年記念誌（1冊 1,800 円、送料込）も、ホー

ムページから注文することができます。皆さま

からのご注文をお待ちしています！

日本の高校生と米山奨学生・学友との交流イ

ベントが 9月 30 日、東京都立小平高校で開催さ

れました。 

この国際交流会は毎年、東京米山友愛ＲＣ（第

2750 地区）が主催しているもので、今年は奨学

生・学友 44 人、東京米山友愛ＲＣと東京米山ロ

ータリーEクラブの会員 17 人、ほかロータリア

ンなど計 82 人が集まり、第 2580 地区からも奨

学生・ロータリアンが参加して交流しました。 

国際交流会では、海外修学旅行を目前に控え

た 2年生への中国語講座のほか、14 の国と地域

からの奨学生・学友が自国の紹介をしたり、高

校生からの質問に答えたりするなど、互いが異

文化に接する貴重な時間となりました。 

企画者である東京米山友愛ＲＣの朴貞子会員

（2006-08/岸和田ＲＣ）は、「毎年、参加者集め

に苦労しています。日本の高校生との交流は貴

重な体験。ぜひ多くの人に参加してもらえれば」

と、呼び掛けます。当日、飛び入り参加をした

よねやま親善大使の于咏さんは、「日本の高校生

に自分たちの国を知ってもらうすばらしい企画。

男の子はちょっと大人しく、女の子の方がエネ

ルギッシュで将来の目標もしっかりしていて、

頼もしいですね」と、感想を述べました。

 

年末年始に開催される、海外米山学友会総会のご案内 
 韓 国  2017 年 11 月 18 日（土）18:00〜22:00 
会場：Lotte City Hotels MyeongDong 2F Villa de Chalotte 
申込：yoneyama@hanmail.net（総務: 元賢喜）へ 申込締切 10 月 31 日（火）まで 

 台 湾  2017 年 12 月 2 日（土）受付 15:00〜（総会 15:30〜、懇親会 18:00〜） 
会場：サンライズゴルフクラブ（桃園揚昇高爾夫球場） 
申込：日本ロータリアン→当会事務局 武本まで。 学友・奨学生→rotary_yoneyama@yahoo.com.tw へ 

 中 国  2018 年 1 月 6 日（土）10:00〜15:00 
会場：上海市外灘付近（登録人数により後日決定） 申込：日本ロータリアン→当会事務局 武本まで。 

学友・奨学生→liu.jingrong@qq.com（会長：劉京榕）と zhoufeng@tj-mzs.com（副幹事長：周峰）へ 

よねやまのシンボルマークがデザインのポイント♪
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大口寄付 77,450.00$

恩田勇次郎
（八潮）

平成29年9月15日

大口寄付 12,000.00$

高橋一哲
（大宮北）

平成29年9月22日

大口寄付 13,894.24$

佐藤清章
（浦和）

平成29年9月26日

大口寄付 19,000.00$

下　和雄
（大宮シティ）

平成29年9月28日

大口寄付 35,800.00$

杉田政男
（岩槻東）

平成29年8月16日

大口寄付 11,000.00$

齋藤芳男
（春日部）

平成29年9月20日

M・P・H・F（4）

大島　勝
（八潮みらい）

平成29年8月29日

M・P・H・F（5）

田中祥皓
（春日部）

平成29年9月25日

M・P・H・F（6）

伊藤登志雄
（川口北東）

平成29年9月4日

M・P・H・F（6）

水上町子
（川口北東）

平成29年9月4日

M・P・H・F（4）

須賀定吉
（越谷）

平成29年9月28日

M・P・H・F（4）

森田富士男
（浦和東）

平成29年8月24·30日

M・P・H・F（4）

野口　功
（浦和東）

平成29年8月24·30日

M・P・H・F（3）

白石克己
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

M・P・H・F（3）

鈴木　豊
（浦和東）

平成29年8月24日

M・P・H・F（7）

木本栄一
（大宮西）

平成29年9月27日

M・P・H・F（7）

高崎英雄
（浦和東）

平成29年8月24日

M・P・H・F（7）

山田二三夫
（越谷）

平成29年9月28日

M・P・H・F（8）

高橋誠一
（大宮西）

平成29年9月27日

M・P・H・F（8）

三輪昭彦
（春日部）

平成29年9月27日

M・P・H・F（5）

伊藤祐司
（八潮みらい）

平成29年8月29日

M・P・H・F（5）

大熊雄喜
（大宮西）

平成29年9月27日

M・P・H・F（3）

吉田　宏
（大宮西）

平成29年9月27日

M・P・H・F（5）

小林邦彦
（上尾）

平成29年9月21日

M・P・H・F（4）

富田　穣
（蓮田）

平成29年9月28日

M・P・H・F（4）

鈴木勝利
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

M・P・H・F（4）

市川英敏
（八潮みらい）

平成29年8月29日

M・P・H・F（3）

藤村　作
（上尾）

平成29年9月21日

M・P・H・F（3）

長谷川浄意
（浦和東）

平成29年8月24日

M・P・H・F（2）

関根隆光
（岩槻東）

平成29年8月23日

M・P・H・F（2）

野口　實
（浦和東）

平成29年8月24·30日

M・P・H・F（2）

針谷裕一
（幸手）

平成29年9月22日

M・P・H・F（2）

富岡重孝
（浦和東）

平成29年8月24日

M・P・H・F（2）

石川博康
（大宮西）

平成29年9月27日
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M・P・H・F（1）

小島　徹
（大宮西）

平成29年9月27日

M・P・H・F（1）

横田安民
（浦和東）

平成29年8月24·30日

M・P・H・F（1）

小林利雄
（八潮みらい）

平成29年8月29日

M・P・H・F（1）

大野直和
（浦和東）

平成29年8月24·30日

M・P・H・F（1）
ベネファクター

蓮見直彦
（大宮シティ）

平成29年9月28日

P・H・F
ベネファクター

髙橋秀樹
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F
ベネファクター

染谷義一
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F
ベネファクター

河野光成
（浦和東）

平成29年8月30日

M・P・H・F（1）
ベネファクター

生貝義男
（大宮シティ）

平成29年9月28日

M・P・H・F（1）

村田四郎
（桶川）

平成29年9月8日

M・P・H・F（1）

今井雅彦
（川口シティ鳩ケ谷）
平成29年9月27日

P・H・F

榎本貞寿
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

関　信行
（八潮）

平成29年9月26日

P・H・F

小柳嘉文
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

円谷友香
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

島村まり子
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

小高好典
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

P・H・F

榊　利朗
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

P・H・F

岸　生子
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

漆原　誠
（浦和東）

平成29年8月24·30日

M・P・H・F（1）

樋口雅之
（上尾）

平成29年9月28日

P・H・F

池田秀弘
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

森田まり子
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

辻本昭夫
（八潮みらい）

平成29年8月29日

P・H・F

大谷部雅典
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

藤嶋剛史
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

小泉幸男
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

齋藤四郎
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

舘田正登
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

飯島　宙
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

宇津城美奈子
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

土師田昭彦
（幸手）

平成29年9月22日

P・H・F

小越朋樹
（八潮みらい）

平成29年9月10日

P・H・F

高橋英樹
（浦和東）

平成29年8月24·30日

P・H・F

関口智史
（浦和東）

平成29年8月24·30日
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米山功労者マルチプル（5）

木内賢治
（川口北東）

平成29年9月6日

米山功労者メジャードナー（44）

森田武司
（大宮北東）

平成29年9月27日

米山功労者メジャードナー（30）

高田啓一
（川口シティ鳩ケ谷）
平成29年7月27日

米山功労者メジャードナー（12）

遊馬久治
（大宮北東）

平成28年9月27日

米山功労者メジャードナー（10）

鶴見　裕
（春日部西）

平成29年9月20日

米山功労者マルチプル（8）

清水伸洋
（大宮東）

平成29年9月29日

米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

米山功労者

小林政良
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者

武田紘一
（大宮北東）

平成29年9月27日

米山功労者

染谷義一
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者

真中潤治
（大宮北東）

平成29年9月27日

米山功労者

相原　武
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者マルチプル（4）

進藤博司
（大宮）

平成29年9月26日

米山功労者

風岡　洋
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者マルチプル（2）

長谷川秀明
（大宮北東）

平成29年9月27日

米山功労者

川村郁夫
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者マルチプル（2）

長谷川未千代
（大宮北東）

平成29年9月27日

米山功労者

小泉幸男
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者マルチプル（2）

内山泰成
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者

円谷友香
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者マルチプル（3）

藤村　作
（上尾）

平成29年9月21日

米山功労者マルチプル（6）

久住久一
（桶川）

平成29年8月31日

米山功労者マルチプル（8）

熊木正太郎
（川口北東）

平成29年9月6日

米山功労者マルチプル（7）

鈴木勝利
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

米山功労者マルチプル（6）

水上町子
（川口北東）

平成29年9月6日

米山功労者マルチプル（6）

大塚章司
（大宮北東）

平成29年9月27日

米山功労者マルチプル（8）

吉岡　修
（庄和）

平成28年9月28日

P・H・F

永井伸剛
（大宮西）

平成29年9月27日

ベネファクター

小板橋　好
（桶川）

平成29年9月8日

ベネファクター

瀬田秀樹
（八潮）

平成29年9月15日

ベネファクター

木内賢治
（川口北東）

平成29年9月4日

ベネファクター

八百武史
（浦和東）

平成29年8月30日

ベネファクター

松田和子
（八潮）

平成29年9月15日

P・H・F

井上勝美
（大宮西）

平成29年9月27日

P・H・F

小暮直正
（越谷）

平成29年9月28日
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米山功労者

大楽　剛
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者

山崎一祥
（大宮西）

平成29年9月26日

米山功労者

小高好典
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

米山功労者

榊　利朗
（三郷ウエンズデー）
平成29年9月28日

米山功労者

髙橋真貴子
（大宮西）

平成29年9月26日

増 田 浩 一
（春日部南）

平成29年8月23日入会
アペックスホームズ㈱

不動産業

田 中 　 靖
（蓮田）

平成29年9月6日入会
プルデンシャル生命保険㈱

保険コンサルタント

栗原比呂志
（蓮田）

平成29年9月6日入会
栗一商店
食料品卸

新
会
員

新
会
員

尾 松 大 輔
（吉川）

平成29年7月1日入会
㈲松山水道設備

水道設備

平 子 敬 三
（大宮）

平成29年9月6日入会
㈲ストックヤード

飲食業

井 上 義 夫
（浦和）

平成29年9月8日入会
埼玉縣信用金庫 浦和支店

信用金庫

田 邊 　 治
（桶川）

平成29年9月20日入会
㈱タナベ建設

総合建設業

宮 田 　 充
（幸手）

平成29年9月20日入会
㈲ミヤタガス

設備業

益 山 雅 男
（幸手）

平成29年9月20日入会
益山商事㈱

建築業

関 裕
（幸手）

平成29年9月20日入会
善光工業㈱

土木工事

佐 山 重 敏
（浦和中）

平成29年9月21日入会
松本皮膚科形成外科医院

皮膚科医

中 嶋 和 興
（越谷）

平成29年9月26日入会
㈱東冠

冠婚葬祭業

藤 波 大 地
（大宮西）

平成29年10月2日入会
㈱ Gives
情報通信

黒 岩 主 信
（浦和北東）

平成29年10月3日入会
㈱東日本地所
不動産取引業

小林又次郎
（大宮西）

平成29年10月2日入会
小林又次郎税理士事務所

税理士業

飛田美佐子
（岩槻東）

平成29年7月4日入会
平井管工㈱

管工事業

熊 木 　 景
（岩槻東）

平成29年7月18日入会
㈱ AZWIN

Web広告 マーケティング

天 沼 毅 大
（桶川）

平成29年9月20日入会
㈱あまぬま
石材工事業

牛 久 祐 一
（越谷）

平成29年9月26日入会
ティシィアイジャパン㈱

旅行業

栗原正博 様
（蓮田）

平成29年9月7日
享年 86 歳

永井　孝 様
（川口中央）

平成29年9月30日
享年 96 歳

訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。 訃報◆謹んでお悔やみ申し上げます。
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2017年11⽉号
発⾏：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第３ゾーン担当

3年に一度、世界中全ての地区から代表議員がシカゴに集まり、規定審議会が開催されます。これは、ロータリーの組
織運営にクラブの声を反映させる機会です。

今年から決議審議会が、毎年オンラインで開催されるようになりました。
決議案とは、組織規定文書に記載されている事柄の範囲外で、RI理事会またはロータリー財団管理委員会による決定
を求めるものです。また、ロータリー世界に影響を与える提案が求められています。
今回世界から提案された決議案は38件で、そのうち19件が日本から提案されました。
日本のロータリアンがいかにロータリーのルールに関心を持ち、今後のロータリーのことについて考え、意見を述べようと
しているのか如実に物語っていると思われます。これからも規定審議会に関心を持ち続けて頂きますようお願い致します。

国際ロータリー理事エレクト 三木 明

Zones 1 & 2 & 3

「公共イメ－ジ向上」地域社会における広報活動

各クラブはそれぞれの地域社会で意義ある活動を毎年度幾つか進めておりますが、自分達の活動
を一般社会へ広報し、ロータリ－の存在を理解して貰うという意識が概して希薄であります。また殆
どのクラブは報道機関との関係を持ち合わせておりませんから、第３ゾ－ン各地区では報道機関へ
のアクセスを維持している地区広報委員会がクラブに代わりマスメディア各社との取材折衝を支援
することを推奨しております。最近ではクラブから地区委員会に対する取材依頼が徐々に増えてい
るとの報告を各地区より受けております。
ところで、各クラブはクラブ定款上で「クラブの所在地域」を定めることになっておりますが、近年はそ
の意識が、特に大都市に存在するクラブではかなり薄くなっています。これは会員候補者を出来る
だけ広範囲の地域で見出したいという各クラブの会員増強上の思惑もあります。以前は各クラブが
カバ－する地域は、細かいところまで線引きが行われていました。クラブの所在地域は、英文定款
では、「Locality of the Club」になっています。その原文の響きからはロ－タリ－クラブの存在はロ－
カル制であることが感じ取れます。

地方に存在するクラブは地域社会に密着した数々の活動を展開されておりますが、その活動が地
方紙やTV局で広報されることは件数的には限られております。一方、市町村が毎月、或いは定期
的に発行しております「市町村便り」に地元ロ－タリ－クラブの活動の模様が掲載されれば、地元ク
ラブの会員増強や、RACやIACなど青少年活動の大きな支えになります。各クラブの所在地域での
地方行政機関などとタイアップした広報活動は、マスメディア向けの広報以上に地域社会の人々と、
その地域をベースにするロータリ－クラブの両方により良い効果を齎します。各クラブでこの様な地
域社会に密着した広報への取り組みについてもご検討ください。

地域社会の活動に重点を置かれている本年度地区ガバナ－お二人の活動スロ－ガンを左のコラム
内に記載させて頂きましたのでご参照ください。

第３ゾ－ン ロータリー公共イメージコ－ディネ－タ－ 横山 守雄

地区・クラブ戦略計画立案の重要性

「地区・クラブ戦略計画の立案」「地区・クラブ会員基盤の向上・活性化」が様々な機会に唱えられてから既に多くの時間が経
過致しました。皆様方の地区、或いはクラブの「戦略計画委員会」は発足してその役目を果たしているでしょうか？

「戦略計画委員会で何をしたら良いのか？」という声をしばしば耳に致します。ロータリークラブは、これまで単年度制で運営
されてきましたが、これからは３年、或いは５年スパンの継続された目標を立て地区・クラブの運営を行い、双方の活性化を図る
ことが推奨されています。２０１６年４月の規定審議会においても「クラブの目的・目標を明確化する(１６－０６)」ということが決定
しています。皆様方の企業は、縦系列の統治組織により継続的な中長期計画に基づいた事業の管理運営が可能であり、これ
が功を奏し事業が発展していると考えます。しかし、ロータリークラブの組織運営は各年度の理事会による単年度制であり、組
織の中長期目標の立案・実施が極めて難しいのが現状です。故に、地区・クラブ戦略計画委員会、並びにそこで立案される中
長期目標＝戦略計画、及びその実施が必要となってくる訳です。

地区戦略計画委員会は、地区の目標立案の大切なことですが、地区内各クラブに戦略計画委員会を設立するための支援、
設立した後のフォローが大切な活動でしょう。

クラブ戦略計画委員会での検討項目は、➀クラブの使命・価値観・ＶＩＳＩＯＮ・魅力を見出し、中長期目標を立案・実施、➁
ロータリー学友など若い世代・女性会員の比率の向上・奉仕意欲のある退職者などの入会予定者の発掘を図り、会員増強・維
持・これ以下対策を検討、➂クラブの財政問題・運営方法の検討、④会員研修の方法、⑤会員参加型の奉仕活動のあり方の
検討、⑥クラブ内外への広報活動のあり方、等が考えられます。

クラブ戦略計画委員会の運用時の留意点としては、➀クラブ理事会がクラブの管理主体であり戦略計画委員会は諮問的立
場である、➁戦略計画は会員全員参加で立案、➂戦略計画委員会は活動の進捗状況を理事会、会員に説明する責任がある、
などでしょう。

地区・クラブ戦略計画委員会において、地区・クラブ中長期計画＝戦略計画を立案し、地区・クラブの更なる発展、また日本
のロータリーが復活することを願います。

第３ゾーン ロータリーコーディネーター補佐 高島 凱夫

ロ－タリ－：
変化もたらす

ーーーーーーーーー

第2710地区

ガバナ－藤中秀幸

「ロータリ－の心で地
域の創生を！」

「ロ－タリ－の元気は
地域の元気」

ーーーーーーーーー

第2740地区

ガバナ－駒井英基

「地域社会にも

変革を！」
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増

　減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 115 1 113 1 -2 3 1 76.35 

浦 和 東 91 11 93 11 2 3 2 91.62 

浦 和 南 27 3 27 3 0 3 1 92.59 

浦 和 中 49 3 51 3 2 6 2 75.17 

浦和ダイヤモンド 20 4 21 5 1 3 1 96.05 

第1グループ計 302 22 305 23 3 18 7 86.36 

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 80 7 80 7 0 8 2 83.85 

さいたま中央 44 2 45 2 1 5 2 82.22 

さいたまシティ 19 2 19 2 0 3 0 85.53 

浦 和 北 東 39 4 38 3 -1 3 0 78.89 

さいたま新都心 39 0 41 1 2 3 2 86.96 

第2グループ計 221 15 223 15 2 22 6 83.49 

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 2 74 2 7 5 7 83.14 

大 宮 南 41 8 42 8 1 8 1 71.34 

大 宮 中 央 53 0 53 0 0 6 0 80.16 

大 宮 シ テ ィ 74 7 74 7 0 8 0 81.66 

さ い た ま 欅 25 2 24 1 -1 3 0 80.00 

さいたま大空 15 6 16 6 1 2 1 67.31 

第3グループ計 275 25 283 24 8 32 9 79.26 

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 108 7 116 6 8 10 9 80.70 

岩 槻 23 2 23 2 0 5 0 76.09 

大 宮 北 19 1 20 1 1 3 1 91.67 

大 宮 東 45 0 45 0 0 5 0 80.23 

岩 槻 東 27 3 29 4 2 3 2 96.15 

大 宮 北 東 15 2 15 2 0 2 0 73.33 

第4グループ計 237 15 248 15 11 28 12 83.03 

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 36 0 36 0 0 3 0 84.72 

鴻 巣 23 3 28 3 5 5 5 91.66 

桶 川 20 0 24 0 4 5 4 89.38 

上 尾 西 43 0 43 0 0 3 0 82.39 

北 本 5 0 6 0 1 3 1 95.00 

上 尾 北 26 0 26 0 0 2 0 86.62 

鴻 巣 水 曜 32 1 33 1 1 5 1 80.30 

桶川イブニング 19 1 19 1 0 2 0 73.51 

第5グループ計 204 5 215 5 11 28 11 85.45 

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 35 1 34 1 -1 5 0 68.50 

杉 戸 42 1 45 2 3 5 3 72.78 

春 日 部 西 30 1 32 1 2 5 2 83.57 

庄 和 19 1 19 1 0 3 0 68.41 

春 日 部 南 32 2 31 2 -1 5 1 71.22 

春日部イブニング 25 1 25 1 0 5 0 87.00 

第6グループ計 183 7 186 8 3 28 6 75.25 

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2017年

7月1日現在
当月末
会員数

増

　減

目
標
純
増

通
算
入
会

当月

出席率内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 44 1 45 1 1 3 3 84.30 

蓮 田 53 3 54 3 1 5 2 79.33 

久 喜 48 4 48 4 0 3 0 81.20 

栗 橋 8 0 8 0 0 2 0 82.73 

幸 手 中 央 23 1 24 1 1 3 1 84.38 

第7グループ計 176 9 179 9 3 16 6 82.39 

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 96 4 100 4 4 4 5 72.20 

越 谷 南 48 3 50 4 2 3 2 75.15 

越 谷 北 52 3 53 3 1 3 1 78.15 

越 谷 東 46 3 47 3 1 3 1 84.04 

越 谷 中 19 1 20 2 1 2 1 80.00 

第8グループ計 261 14 270 16 9 15 10 77.91 

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 33 3 33 3 0 3 0 87.94 

八潮イブニング 24 0 24 0 0 5 0 78.70 

草 加 中 央 14 0 7 0 -7 5 0 57.14 

八 潮 み ら い 24 0 24 0 0 6 0 72.93 

草 加 松 原 38 2 40 2 2 15 2 71.43 

第9グループ計 133 5 128 5 -5 34 2 73.63 

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 16 0 17 0 1 3 1 93.33 

三 郷 33 4 33 4 0 5 0 80.65 

三 郷 中 央 19 1 19 1 0 3 1 75.65 

三郷ウェンズデー 24 3 24 3 0 2 0 82.29 

松 伏 14 3 15 3 1 3 1 93.25 

吉 川 中 央 20 3 20 3 0 0 0 60.00 

第10グループ計 126 14 128 14 2 16 3 80.86 

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 87 12 86 12 -1 5 1 69.83 

鳩 ヶ 谷 21 2 20 2 -1 3 0 87.69 

川 口 東 24 0 25 0 1 3 1 79.05 

川口/鳩ヶ谷武南 23 2 25 2 2 3 2 88.89 

川 口 モ ー ニ ン グ 25 2 25 2 0 5 0 92.00 

川 口 南 35 6 33 6 -2 3 0 67.48 

川口シティ鳩ヶ谷 14 1 15 1 1 2 1 87.23 

埼 玉 ゆ ず 10 10 10 10 0 2 0 73.33 

第11グループ計 239 35 239 35 0 26 5 80.69 

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 54 5 55 5 1 4 2 80.33 

蕨 19 2 20 2 1 3 1 73.30 

川 口 西 28 6 28 6 0 3 0 74.50 

戸 田 西 21 1 23 1 2 2 2 90.47 

川 口 北 20 0 20 0 0 5 0 72.50 

川 口 北 東 15 2 15 2 0 2 0 79.49 

川 口 中 央 10 1 11 1 1 2 1 83.33 

川口むさし野 14 2 14 2 0 1 0 91.66 

戸田イブニング 18 1 18 1 0 4 0 77.00 

第12グループ計 199 20 204 20 5 26 6 80.29 

地 区 合 計 2538 185 2608 189 52 285 83 80.71 
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